
皆さんこんにちは。Global CEOの石橋です。

本日は、当社グループの2030年への道筋、

長期戦略アスピレーション、実現したい姿につきましてご説明致します。
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ブリヂストンの使命は「最高の品質で社会に貢献」

創業者石橋正二郎が制定し、現在も変わることなく受け継がれています。
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使命の下、

ビジョン

2050年サステナブルなソリューションカンパニーとして、

社会価値・顧客価値を持続的に提供している会社へ

を掲げました。
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ビジョンを実現するために策定したのが、中長期事業戦略構想です。

社会・顧客・市場・競争の変化に冷静な危機感を持ち、

変化に対応できる強いブリヂストンを目指して、

攻めと挑戦の姿勢で、この2年半、コーポレートトランスフォーメーション

を実行してきました。

22年には、強いブリヂストンに近づきつつあります。
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そして、使命を遂行し、ビジョン実現へのジャーニーの軸とベクトルとするのが、

企業コミットメント、

Bridgestone E8 Commitmentです。

本日のアスピレーションの中でも、E8コミットメントで示した

ブリヂストンらしい8つの価値について、お伝えしていきます。
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そして、今回、使命、ビジョンの下に、E8コミットメントを軸とベクトルにして、

2030年へ向けての具体的な道筋を描きました。



8

20年以降、COVID-19パンデミック、CASE・MaaSの加速など、

様々な変化がありました。

この変化に、フレキシブルにアジャイルに対応する経営を学び、

強いブリヂストンに近づきつつあります。

しかし、今年に入り、新たな国際秩序の形成など、

事業環境は、さらに激動を極め、「変化が常態化」しています。

この予測不可能な時代を生き抜くため、

2031年のブリヂストン創立100周年へ向けた道筋を明示することが

今、必要だと考えています。

それが、2030年長期戦略アスピレーション実現したい姿です。

この道筋が示すのは、

常態化する変化に動ぜず、ゴムのように強靭でしなやかに

変化をチャンスに変えるレジリアントなエクセレント ブリヂストンへの変革。

新たな経営体制を構築し、グローバルの経営チームが道筋に沿って、

フレキシブルにアジャイルに「軸をブラさない経営を推進」していきます。
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道筋には、

社会価値と顧客価値創造の両立、新たな競争優位を獲得し、

レジリアントな“エクセレント”ブリヂストンとして、企業価値を向上させる

創立100周年・次のステップを目指す

VUCAを生き抜く レジリアントな企業へ

という3つの軸を設定しています。
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新たな経営体制については、

グローバル戦略を軸に地域・市場特性に合わせた

ローカル戦略を展開するグローカル経営をベースに、

24年には、4事業ポートフォリオを組み合わせた

新グローカル＆ポートフォリオ経営へと進化していきます。

2030年を、第三の創業の第1ステップ完了年と設定し、

新たな経営体制で、レジリアントなエクセレントブリヂストンへ歩を進めます。



4つの事業ポートフォリオについて、ご説明します。

プレミアムタイヤ、小売サービスソリューション事業を中心とした、乗用車系事業。

当社グループが歴史的に強く、より良いタイヤの使い方、

車両の運行をご提案するタイヤセントリックソリューション、モビリティソリューション事業

を含めた、トラック・バス系事業。

高い技術力と総合力を持ったタイヤメーカーにしかできない

鉱山車両、航空機用タイヤで、お客様のオペレーションを

支えるスペシャリティタイヤ系事業。

当社グループのコアコンピタンスが活きる領域にフォーカスする

化工品・多角化、探索事業。

それぞれの特性に合わせて、新たな価値を創造していきます。
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そして、2030年に実現したい姿がこちらです。

売上収益は、22年の4兆円レベルから、5兆円強レベルへ、規模を拡大。

調整後営業利益は、22年の2倍弱を目指し、8000億円強レベルへ、

稼ぐ力を拡大します。

更に、利益率についても15％強。

ROIC12％、ROE13％レベルとビジネスの質を強化していきます。

経営指標は、いずれもグローバルレベルを目指します。

さらに、新たに、人的創造性の導入を試行。

24年からの次期中期事業計画において、正式に導入していく予定です。



サステナビリティについても、

まずは、2030年のターゲットであるCO2排出量の11年対比50％減を達成し、

2050年カーボンニュートラル化。

サーキュラーエコノミーについては、2030年に再生資源・再生可能資源比率40％、

2050年 100％サステナブルマテリアル化。

これまで以上に、取り組みを強化していきます。
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売上収益の規模拡大は、

タイヤはプレミアムにフォーカス、強化。

ソリューション事業の売上を約2倍の2兆円レベルへ。
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利益についても、レジリアントなエクセレントブリヂストンとして、

規模拡大と共に、調整後営業利益率15％強など、

次のレベルへのステップアップを目指します。
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これらのアスピレーションを実現するために戦略マップを纏めています。

図の一番下よりご説明します。

これまでも大切に強化してきた、サステナビリティ、コンプライアンス・人権、DE&I、ガバナンスなどの強い基盤の上に、

ブリヂストン91年の歴史で培ってきた品質へのこだわり、現物現場、お客様の困りごとに寄り添う、挑戦といった、

独自のDNAが息づいています。

そこから生み出される新たなコアコンピタンスをベースに、戦略を策定しています。

新たな５つのコアコンピタンスは、生産・物流・販売などを幅広くカバーする新グローバルフットプリント、

究極のカスタマイズを実現するリアルXデジタル、

グローバルブランド力・信頼をもとにプレミアムとして新価格ポジションを獲得する新プランドパワー、

技術＆イノベーション、そして、新グローカル・ポートフォリオ経営です。

その上にあるのは、ブリヂストンの大原則「タイヤ・ソリューションは生命を乗せている」。

E8コミットメントでも約束している通り、安心安全なヒトとモノの移動を支え続ける、という信念を込めています。

このしっかりとした土台の上に、赤いピラミッド型で示した事業戦略を構築。

戦略の柱は、断トツ商品の価値、そして社会・パートナー・お客様との信頼の増幅です。

当社グループのコア事業はこれからも変わらず、タイヤを「創って売る」プレミアムタイヤ事業。

その上に位置し、お客様がタイヤを「使う」段階で価値を増幅させるソリューション事業は、

リトレッド、断トツサービスを軸に、2030年へ向けて成長を加速。

その間、横に伸びているのが、両事業の成長エネイブラ―、小売サービスソリューションネットワーク。

世界中、様々な現場でお客様に寄り添う当社独自のリアルＸデジタルプラットフォームです。

これらにより、生み出される価値を進化させ、

中央の円で示す通り、クルマを支え、共感から共創によって、車両運行システムを支えていきます。

将来的には、スマートシティやMaaSなど、社会・モビリティシステム全体を支えることにも挑戦します。

そのために今後重要となるのが、上段にあるクラウドプラットフォーム。

当社独自のリアルＸデジタルプラットフォームと連携、グローバルクラウドパートナーとの協業により、

お客様との信頼関係に基づき、タイヤデータ・モビリティデータを共有することで、データの価値を増幅し、

新たな価値を創造、競争優位を獲得します。

左下の化工品・多角化事業、タイヤを原材料に戻すリサイクル事業などの探索事業も、

同じ考え方で、価値を創出していきます。次のページからこの戦略マップを元に、個別の事業についてお話します。
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始めに、プレミアムタイヤ事業について。
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2030年までの道筋は、21年、24年、27年を起点とする3年ごとの中期事業計画、

に区切って、設定しています。

プレミアムタイヤ事業は、21中計において、

プレミアム化、ソリューション事業連動への布石を打ち、

成長へ向けた基盤を整えてきました。

24中計以降は、ENLITEN、鉱山車両用、ORタイヤのMasterCoreを中核とした、

新たなプレミアムの創造に、より一層注力していきます。

第1ステージである24中計のテーマは本数から価値へ。

プレミアムタイヤ事業にフォーカスする体制の構築を完了します。

第2ステージである27中計は、より強力なプレミアムへ、

ソリューション事業、ネットワークを活かして、プレミアムタイヤ事業をさらに強化。

価値を増幅し、新たなプレミアムタイヤ事業ポートフォリオ経営を強化していきます。

サステナビリティとビジネス成長を両立させることに挑戦し、

シンプル・差別化するブリヂストン独自のコモナリティ・モジュラリティであるBCMA、

グリーン＆スマート工場化を推進します。
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なぜ、新たなプレミアムの創造が必要なのか？こちらの図でご説明します。

乗用車用タイヤにおいて、

高インチタイヤの需要伸長がプレミアムの成長ドライバーとなっています。

この傾向はこれからも続くと思われますが、新車装着から、

市販用タイヤへの取替が1回、2回、3回と進むと、

お客様がプレミアムタイヤを選ぶ比率が徐々に減っていくと見込んでいます。

つまり、市販用高インチタイヤの需要の内、取替需要1回目の伸長率、

全体における比率が低下するほど、プレミアム度が低下していくということです。

前年伸長率は、21年10％から、30年には５％と鈍化。

比率においても、21年では50％、30年には40％と低下。

だからこそ、30年に向けて、新たなプレミアムの創造が不可欠なのです。
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乗用車系においては、既存プレミアム領域にて、

最大限に、断トツ商品をベースにお客様の信頼を獲得、

シェアアップを継続しながら、

ENLITENビジネス戦略を拡大していくことで、新たな価値を創造していきます。
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トラック・バスや、ORタイヤなどの生産財においては、

当社の歴史的に強い領域として、拡売・シェアアップを実現すると共に、

ソリューション事業と連動、さらに強いお客様の信頼を獲得する、

新たなプレミアムの基盤構築を進めています。

今後は、さらに強化し、

トラックバスタイヤのENLITENビジネス戦略、ORタイヤのMasterCoreを

中核として、新たなプレミアムの確立を進めていきます。
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それぞれの財において、新たなプレミアム第1ステージ、第2ステージごとに

進化を実現し、

お客様へ新たな価値を提供、信頼を獲得し、価値を認めて頂くことで、

適切な価格ポジションアップへ繋げていきます。
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BCMAは、シンプル＆差別化を実現。

新たなプレミアムを支える基盤です。

タイヤを、

骨組みであるカーカス、補強帯のベルト、表面のトレッドの3つモジュールに分け、

モジュール１と２を異なる商品間で共有、開発から生産・販売のバリューチェーンを

シンプル化し、トレッド部分で性能をカスタマイズ、差別化するという技術です。

日本市場の乗用車用タイヤを例として、

それぞれの商品ごとに現在、30-40種あるモジュールを、

夏用、冬用、スポーツタイプなど、各タイヤのカテゴリーごとに1種類、

計5種類に集約します。

商品戦略に織り込み、2025年までに集約を完了させる予定です。

開発工数も現状の約3割程度軽減されます。

2030年には、

乗用車、トラックバスタイヤにおいて、ほぼ100％展開予定です。
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BCMAは、バリューチェーン全体で、

二律背反する価値を同時に創出することにチャレンジ。

生産性の向上、コストの最適化から損益分岐点を下げると同時に、

お客様・市場に合わせた性能を発揮する究極のカスタマイズを両立。

さらに、ビジネスの成長と共に、省資源、資源生産性の向上、CO2排出削減など、

サステナビリティへも大きく貢献します。
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グローバルのタイヤ生産フットプリントについては、

カーボンニュートラルへの取り組みを含め、

地産地消を基本とした体制を構築していきます。

事業環境の変化などにはフレキシブルに対応し、グローバル最適を志向。

日本・アジアをグローバル供給拠点としながら、

それぞれの地域でプレミアム商品を創る体制を強化。

乗用車タイヤ95％、トラックバスタイヤ85％の地産地消率の維持を目指します。

また、グリーン＆スマート工場などにも投資を強化していきます。
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これからのプレミアムタイヤ事業は、本数から価値へ。

全ての財において、プレミアム領域は販売を伸長させていきます。

乗用車用高インチタイヤは、30年までに比率をグローバルで約60％と大きく伸長。

一方、販売総本数については、26年を分岐点として基本的にフラット。

価値の向上にシフトしていきます。

プレミアムトラック・バスタイヤについては、プレミアム新品タイヤを継続拡売、

及び連動してリトレッド拡大を図ります。

ORタイヤは、全てが超プレミアムとして販売を伸長し、

特にプレミアム度の高い超大型63インチにおいては、

MasterCore比率100％とし、ソリューションと連動して

大きな価値を提供していきます。
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乗用車用タイヤのENLITENビジネス戦略については、

EV時代の新たなプレミアム、として推進していきます。

30年には、ほぼすべての商品にENLITENが搭載されます。
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まず、技術と商品については、BCMAと連動し、

軽量化、転がり抵抗低減、低ノイズ、耐摩耗性能UPなど、

EVへの装着にも最適な“究極のカスタマイズを実現。

市場やお客様の使用条件に合わせた商品を提供します。

29



そして、ビジネスモデルとしても、EV時代の新たなプレミアムとして価値を創造。

EV化や、ソフトウェア・ファースト開発など、大きく変化するクルマ作り。

タイヤに求められる価値も大きく変化し、これにENLITENで対応します。

タイヤの転がり抵抗低減による航続距離、電費の大幅改善によって、

クルマの電池搭載スペース確保・軽量化・コスト削減・

スペースユーティリティ向上へ貢献。

BCMAにより、一品一葉のハードに合わせたタイヤ開発から、

効率化と究極のカスタマイズを両立する開発へ。

EV時代においても、クルマの走りの魅力を最大限に引き出し、

バリューチェーン全体でクルマ作り、

カーボンニュートラルなモビリティ社会の実現を足元から支え、

お客様との信頼の獲得へ繋げます。
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そして、技術＆イノベーションで、プレミアムタイヤ事業の進化を実現していきます。
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当社グループのイノベーションの中心は、

共感から共創を進め、様々なステークホルダーの皆さまと

新たな価値を創出する場「Bridgestone Innovation Park」。

欧米のイノベーション拠点

米国アクロンのMobility Lab、イタリアローマのDigital Garageとも一緒に、

新たなプレミアムを創造する様々な技術、イノベーションを生み出します。
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その中核は3つの「極める」。

一つめ、「ゴムを極める」は、マテリアルインフォマティクスの活用強化を進め、

低燃費性能と強度を両立するダブルネットワークゴムの開発を推進。

新たなプレミアム第2ステージの27年からまず、その効果を最大限発揮できる

ORタイヤMasterCoreに実装することを目指します。

さらに、リサイクルしやすいゴムなど、サステナブルな素材開発も推進していきます。

2つ目の「接地を極める」は、F1、モータースポーツで強化、拡大してきた、

世界の道を知っているブリヂストンの知見を、

デジタルで進化させ、路面を含む市場ごとの使用環境を再現する

タイヤシミュレーション、デジタルツインを構築。

30年には、市場にあるタイヤをリアルにモニタリングできる接地を極めた

デジタルツインを目指します。
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3つ目、モノづくりを極める。

グリーン＆スマート工場の展開です。

グリーン工場については、

再生可能エネルギーの導入を推進。

23年にグローバルで再生可能エネルギー比率を50％とする計画です。

さらに、24中計では生産設備エネルギー源の電化、

特に、電気加硫という独自の加硫技術を検討、実用化を目指します。

27中計からは、メタネーションを活用したモノづくりを共創により推進。

メタネーションは、水素とCO2からメタンを合成する技術。

水素を調達、工場内で発生したCO2を回収し、生成したガスをエネルギーに転換。

工場内でエネルギーを循環させていくことが可能となります。

グローバルモデル4工場で実装し、カーボンニュートラル化へ貢献していきます。

サーキュラーエコノミーの実現についても、再生資源・再生可能資源の活用を、

商品戦略にしっかりと織り込み推進。

資源が循環し続けるモノづくりを実現していきます。
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スマート工場では、

当社の断トツ商品で創り上げた強いリアルとしてのモノづくりを自動制御化。

まずは各工程の自動化を実行しています。

さらに、当社独自の最新鋭タイヤ成型システム「EXAMATION」で培った

センシング技術の進化と拡大を推進。

24中計ではデジタル・センシング・AI制御を導入し、

それぞれの工程をつなぐモノづくりプラットフォームを整備。

27中計では、8つのグローバルモデル工場で実装していきます。

工場だけではなく、その上流の商品開発や調達、下流の物流や販売など、

バリューチェーン全体を繋ぎ、新たな価値を創出する

次世代モノづくりプラットフォームの構築を目指していきます。

こうした取り組みは、タイヤ品質の更なる向上や、

現場のスルラク強化による労働生産性の向上、DE&Iの推進にも繋がります。

グローバルの生産拠点において、グリーン＆スマート化を推し進めていきます。

以上が、プレミアムタイヤ事業についてです。
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次に、プレミアムタイヤ事業とソリューション事業の成長エネイブラー、

独自のリアルXデジタルプラットフォームである小売サービスソリューションネットワークと、

データ価値を増幅するクラウドプラットフォームについてご説明します。
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乗用車系約18,000強、トラックバス系約7,000弱、OR系約130の

グローバルに広がるサービス・ソリューション拠点をベースにした

独自のリアルXデジタルプラットフォーム。

ここから、断トツ商品、断トツサービス、断トツソリューションを提供し、

お客様との信頼を増幅していきます。

さらに、グローバルで協業することを発表したマイクロソフト、

アマゾンのクラウドプラットフォームと連携することで、

タイヤやモビリティデータの価値を増幅。

マイクロソフトとはタイヤセントリックソリューションにおいてデータを活用した、

リトレッドやタイヤの摩耗・耐久予測などのタイヤデータビジネス、

デジタルソリューションの強化を、

アマゾンとは、小売サービスソリューション、モビリティソリューションでの

顧客経験価値の向上を目指した協業を推進していきます。

社会価値・顧客価値創造を両立すると共に、新たな競争優位を獲得する

今回の長期戦略アスピレーションにおける重要なエネイブラ―です。
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次に、プレミアムタイヤ事業と連動したタイヤセントリックソリューション事業について。
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トラック・バス系のENLITENビジネス戦略は、

循環ビジネス時代の新たなプレミアムとして構築します。
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循環ビジネスモデルは、断トツ商品とリトレッドと連動し、

タイヤ一本一本を使い切ることでタイヤの価値を最大化することをコアとしています。

まず、競争力の高い新品タイヤ、断トツ商品。

当社が培ってきた高耐久・耐摩耗性などを追求した技術をベースに、

リトレッド回数を最大化。

資源生産性や、CO2排出量削減にも貢献します。

さらに、タイヤモニタリングシステム Tirematicsなどを活用した

タイヤデータビジネスも融合し、耐久・摩耗予測・効率的なリトレッドなど

を実現していきます。

これらをパッケージとして、お客様の使用状況に合わせて、

タイヤを安全に、長く、上手く、効率的にお使い頂くソリューションをご提案。

「創って売る」「使う」のバリューチェーンを連動した価値を創出することで、

お客様に寄り添い、信頼関係を深めていきます。

42



ENLITENと合わせ、新たなプレミアムのもう一つの柱であるORタイヤの

MasterCore。
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1本のタイヤで他性能を犠牲にせず、耐久性や、車両スピード、許容荷重など、

お客様の使用状況、鉱山レイアウトに合わせてカスタマイズした性能アップを

実現します。
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MasterCoreを軸に、リアルとデジタルを組み合わせ、

お客様に適したタイヤの使い方を提案、車両運行をサポート。

鉱山オペレーションの生産性や経済価値の最大化に貢献する

鉱山ソリュ―ション。

そのコアは、昨年買収をしたOtracoと連携して強化する

現場密着のオンサイトサービス。

そこに、タイヤデータや車両の位置データを活用し、

より良いタイヤの使い方をご提案するデジタルソリューションを組み合わせていきます。

現在、ソリューション提供を含む長期契約を41鉱山で展開しており、

今後、更なる拡充を推進します。

将来的には、リペア、リトレッド、リサイクルとも連動できる循環ビジネスモデルの

構築へ挑戦していきます。
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当社グループにおいて、ソリューション事業の戦略的な起点となり、

他生産財事業へのシナジーが非常に大きいのが、航空ソリューションです。

複数回リトレッド、当社がタイヤの所有権を持ち、お客様にリースするモデルで、

ランディング回数ごとに対価を頂くコストパーランディング契約など、

先駆的な循環ビジネスモデルを確立しています。

また、タイヤデータや、お客様との共創によるフライトデータを活用した

摩耗予測など、データビジネスによる価値も提供しています。

さらに、システムベンダーとも連携し、航空会社システムとも繋がり、

安心安全な運航に欠かせないタイヤ一本一本の管理、効率的な在庫計画など、

データの価値を増幅し、タイヤ資産価値を最大化する

ソリューションの実現を進めています。

オペレーションの生産性・経済価値の最大化に貢献すると共に、

サステナビリティにも寄与し、

運行システムを支えることを可能とするビジネスを今後も強化していきます。
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モビリティソリューションについては、
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プレミアムタイヤとメンテナンスなどのサービス、車両運行管理などを

一つのパッケージとして、お客様毎にカスタマイズして提供する

フリートケアを欧州から展開開始。

これをグローバルに拡充するなど、

タイヤデータ・モビリティデータの価値を増幅する運送ソリューションを

今後も強化。

顧客ベースの拡大も含め、

トラック・バスプレミアムタイヤ事業の成長・循環ビジネスモデルの構築に

貢献する事業として、欧米、豪州を中心に拡充を進めていきます。
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ソリューション事業についてまとめます。

21中計にて、事業ごとに、 プレミアムタイヤ事業とのシナジー・収益性・成長性

を見極め、

24中計にて、見極めた事業に戦略的に投資を拡大。

27中計にて、その投資を元に、プレミアムタイヤ事業の強みを活かした

ソリューション事業を急拡大していきます。
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ソリューション事業の売上収益は、 22年の約1.1兆円から、

2030年には2兆円レベルへ、約2倍に拡大することを目指します。
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さらに、加速するモビリティ業界の進化を見据え、

新たなモビリティへも対応。

自動運転技術や、タイヤのリサイクルなど、幅広くモビリティエコシステムの構築を

進めていきます。
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次に、化工品・多角化、探索事業についてです。
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シャープにコアコンピタンスの活きる領域にフォーカス。

油圧ホース、ゴムクローラ、樹脂配管、免震ゴム、空気バネ、スポーツ、サイクルなど、

様々な事業で、産業や楽しみを支えることを目指し、

プレミアム化、ソリューション化を推進していきます。
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経営の中核に据えたサステナビリティについては、

サステナビリティビジネスモデルの構築を進めています。
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商品を「創って売る」「使う」、原材料に「戻す」という、バリューチェーン全体で

カーボンニュートラル化・サーキュラーエコノミーの実現にフォーカスする取り組みと、

ビジネスモデルを連動させることに挑戦。
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原材料からの循環については、バイオ技術、当社のコアコンピタンスである

高分子複合体技術を活用して推進していきます。
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天然ゴム事業については、リベリア、インドネシアのスマトラ・カリマンタンの3カ所の

農園運営を強化。

業界全体における持続可能な天然ゴム農園の構築を推進していきます。

リベリアでは、Firestone時代から90年以上、地域社会への貢献も含めた

農園事業を展開。

インドネシアでは、成長が早く天然ゴム収穫の効率性が良いエリートツリーの

植林投資を実行し、強化。

プレミアムタイヤ事業・断トツ商品を支えるサステナブルな再生可能資源の

供給体制を構築していきます。

また、当社が運営する農園において約590万トンのCO2固定量を維持し、

さらに、荒廃地への新規植林によりCO2吸収・固定量の拡大など

カーボンニュートラル化にも大きく貢献することを目指します。

地域の小規模農園への技術支援や、医療や教育の提供・サポートなど、

地域社会を支える活動も継続。

すべての人が自分らしい毎日を歩める社会づくりにも貢献していきます。
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天然ゴム供給源の多様化を実現するグアユール事業も強化を進めます。

グアユールは、乾燥地帯に自生し、少ない水で栽培可能な植物です。

過去、Firestone時代に、米国で研究されていたグアユール由来のタイヤ開発を、

2012年から本格的に再開。22年までに約130億円のリソースを投入してきました。

今年、グアユール由来の天然ゴムを使用したレースタイヤが

米国のINDY CARレースでデビュー。

今後、さらに、パートナーとの共創、エコシステムの構築を進め、

米国を中心に拡大し、

2026年に実用化・2030年に本格的な生産・事業化を目指し加速していきます。
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リサイクル事業については、今年の4月に、

タイヤの価値が、常に循環し続ける社会を創る、

EVERTIRE INITIATIVEを始動させました。

使い終わったタイヤを資源として、原材料に戻す。

タイヤ・ゴム業界のリーディングカンパニーである私たちが、

リサイクルを先導することで、

この活動に共感頂く様々なパートナーの皆様と共に、

将来世代により良い地球環境を引き継いでいくことに挑戦していきます。



最後に、事業を支えるコアコンピタンス、DNA、基盤についてお話します。
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新たなプレミアムを支える、新ブランドパワーは、

グローバルブランド力と信頼を軸に、

プレミアムとして新価格ポジションを獲得していきます。

また、Bridgestone E8 Commitmentへ共感頂き、従業員、社会、パートナー、

お客様と共に、持続可能な社会を支えることにコミットしていくことで、

信頼の増幅にもつなげていきます。
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そして、創業以来、様々な活動に参加してきたグローバルモータースポーツ活動を、

24年を目途に、再開。

E8コミットメントのEmotion で掲げた通り、

心動かすモビリティ体験を通じ、モータースポーツ文化の発展を支え、

10年後、20年後にも『走るわくわく』を提供し続けていきます。
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基盤においては、人的創造性の向上を強化。
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当社グループの人財戦略は、

事業戦略と連動した付加価値創造により、企業価値向上を図ると共に

個人の成功・自信の波及を通じて、多様な人財が輝ける様になることを

軸としています。

レジリアントなエクセレントブリヂストンへ変革するためには、

人的創造性の向上が不可欠です。

20年から強化を開始。

PDCAを回しながら段階的に実施していますが、まだまだ十分ではありません。

人財投資をさらに強化し、付加価値を上げる。

この価値創造の好循環を生んでいきます。

さらに、グローバルで約8割以上の従業員に既に浸透しているE8コミットメントと

連動し、グローバルカルチャーチェンジも推進していきます。



70

その重要な施策として、ブリヂストンの幅広い事業領域において、

事業戦略と連動した付加価値創造と個人の成長のための

挑戦のプログラム・場を提供。

一例として、探索事業の

ソフトロボティクス事業については24年より社内カンパニー化し、

起業家精神を発揮する場としていきます。



これらの戦略を実行するための戦略リソースについて、まとめます。
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21中計では、プレミアム化、ソリューション事業連動への基盤構築。

24中計では、27年以降の成長へ向けて、21中計の約2倍の

1.2兆円レベルのリソースを集中投入。

見極めたソリューション事業の拡大加速、プレミアムタイヤ事業基盤構築を

中心としています。

27中計では、グリーン＆スマート工場、サステナビリティ関連投資へシフトします。

今年から2030年までに投下していく戦略リソースは、2.8兆円レベル。

プレミアムタイヤ事業とソリューション事業がそれぞれ約1兆円と同レベルとなり、

2030年への道筋に沿って、フレキシブル・アジャイルに投入を判断していきます。
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キャピタルアロケーション、株主還元については、
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2030 長期戦略アスピレーションを道筋として、

新たな社会価値・顧客価値創造を両立し、競争優位を獲得するための

戦略リソース投入に必要な内部留保を確保しつつ、

「適正な財務体質の維持」と「株主還元の充実」を目指します。

現在の信用格付けを維持する健全な財務体質を確保するために、

Net D/Eレシオは0.3以下、

資本効率のバランスを考慮し、自己資本比率は60%レベルを目安にしていきます。

株主還元の充実、機動的資本政策を基本とし、

配当性向は、22年の40％から、段階的に引き上げ、

30年に向け、50％レベルを目指します。
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以上が、2030年への道筋、長期戦略アスピレーション、実現したい姿です。
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プレミアム事業とソリューション事業の連動による信頼・価値の増幅

新たな事業価値を創造し、事業ポートフォリオを支える人財集団へ進化

新たな企業文化・DNA構築

を実現し、

変化に対応できる“強い”ブリヂストンから、

創立100周年へ向けて、

レジリアントな“エクセレント”ブリヂストンへの変革を加速していきます。
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このジャーニーには、

社会価値と顧客価値創造の両立

及び、企業価値創造、

サステナビリティと企業成長の両立など、

様々な矛盾や困難が待っています。

しかし、悩みながらも、ブリヂストンは前進していきます。

長い時間、ご清聴ありがとうございました。
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